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２
０
２
３
年
９
月
定
例
会

　

倉
敷
市
議
会
９
月
定
例
会
が
９
月

５
日
か
ら
₂₉
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
一

般
質
問
に
登
壇
し
、
市
長
な
ら
び
に

執
行
部
よ
り
回
答
を
引
き
出
し
ま
し

た
。

と
し
て
、毎
年
３
月
の
第
２
土
曜
日
・

日
曜
日
の
２
日
間
で
開
催
さ
れ
て
い

る
。

　

こ
の
「
瀬
戸
内
倉
敷
ツ
ー
デ
ー

マ
ー
チ
」
は
、
多
く
の
市
民
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
な
ど
の
ご
協
力
に

よ
り
開
催
さ
れ
て
お
り
、
平
成
８
年

度
に
開
催
さ
れ
た
第
10
回
で
は
、
２

日
間
で
２
万
人
を
超
え
る
参
加
者
が

あ
っ
た
。

　

昭
和
₆2
年
の
第
１
回
か
ら
毎
年
開

催
さ
れ
て
い
た
ツ
ー
デ
ー
マ
ー
チ

は
、
令
和
元
年
度
の
第
33
回
か
ら
令

和
３
年
度
の
第
35
回
ま
で
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
３
年
連
続
中
止
と
な
っ
た
が
、

令
和
４
年
度
の
第
3₆
回
は
、
コ
ロ
ナ

も
少
し
ず
つ
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し

て
き
て
い
た
た
め
、
密
を
避
け
る
た

め
に
、「
当
日
の
受
付
は
行
わ
な
い
」、

「
ス
タ
ー
ト
時
間
は
、
あ
ら
か
じ

め
定
め
た
分
散
ス
タ
ー
ト
」
に
変
更

す
る
な
ど
し
、
３
年
ぶ
り
の
開
催
と

な
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
第
3₆
回
を
数
え
る
開

催
の
中
で
は
、
コ
ー
ス
選
定
も
工
夫

が
凝
ら
さ
れ
、
県
外
か
ら
参
加
さ
れ

た
方
へ
の
配
慮
と
し
て
、
２
日
目
の

₄0
㎞
コ
ー
ス
を
30
㎞
コ
ー
ス
と
し
、

参
加
者
の
方
が
、
そ
の
日
の
う
ち
に

ご
自
宅
へ
戻
れ
る
よ
う
に
と
、
参
加

者
の
方
に
寄
り
添
っ
た
ツ
ー
デ
ー

マ
ー
チ
の
開
催
に
な
っ
て
い
る
と

思
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
第
32
回
瀬
戸
内
倉
敷
ツ
ー

デ
ー
マ
ー
チ
は
、
平
成
31
年
３
月
９

日
︵
土
︶、
10
日
︵
日
︶
に
開
催
さ

れ
、「
が
ん
ば
ろ
う
！
倉
敷
・
真
備
」

復
興
応
援
吉
備
真
備
コ
ー
ス
と
銘

打
っ
て
、
平
成
30
年
７
月
豪
雨
で
大

き
な
被
害
を
受
け
た
真
備
地
区
の
復

興
へ
の
願
い
を
込
め
、
日
曜
日
の
30

㎞
コ
ー
ス
を
復
興
応
援
吉
備
真
備

コ
ー
ス
と
し
て
、
ま
き
び
公
園
や
横

溝
正
史
疎
開
宅
の
ほ
か
、
日
本
遺
産

に
認
定
さ
れ
た
箭
田
大
塚
古
墳
を
め

ぐ
る
コ
ー
ス
で
実
施
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
3₆
回
を
数
え
る
瀬
戸

内
倉
敷
ツ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
に
つ
い

て
、
本
市
と
し
て
施
策
の
成
果
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
伺
い
た

い
。

【
別
府
文
化
産
業
局
長
】

　

倉
敷
に
春
を
告
げ
る
風
物
詩
と
し

て
定
着
し
て
い
る
「
瀬
戸
内
倉
敷

ツ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
」
は
、
第
１
回
か

ら
第
36
回
ま
で
、
市
民
の
皆
様
を
は

じ
め
、
全
国
各
地
か
ら
延
べ
34
万
人

を
超
え
る
方
々
に
参
加
い
た
だ
い
て

い
る
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
５
㎞
か
ら

40
㎞
の
複
数
の
コ
ー
ス
を
設
定
す
る

こ
と
で
、子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

御
家
族
や
友
人
、
職
場
の
同
僚
等
、

参
加
さ
れ
る
皆
様
が
楽
し
く
交
流
し

な
が
ら
、各
自
の
歩
く
力
に
応
じ
て
、

気
軽
に
体
力
づ
く
り
や
健
康
増
進
に

取
り
組
め
る
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
瀬
戸
内
の
豊
か
な
自
然
や

本
市
の
観
光
名
所
を
コ
ー
ス
に
盛
り

込
む
こ
と
で
、
全
体
の
約
半
数
を
占

め
る
市
外
か
ら
参
加
の
皆
様
に
、
本

市
の
魅
力
を
発
信
す
る
機
会
と
な
っ

て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

真
備
コ
ー
ス
の
設
定
に
つ
い
て

　

今
年
度
開
催
予
定
の
瀬
戸
内
倉
敷

ツ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
は
、
令
和
６
年
３

月
９
日
︵
土
︶、
10
日
︵
日
︶
の
２

日
間
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、

第
37
回
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

　

真
備
地
区
の
コ
ー
ス
設
定
に
つ
い

て
で
あ
る
が
、真
備
地
区
の
復
興
は
、

令
和
５
年
度
の
今
年
度
を
最
終
年
度

と
し
、
国
や
岡
山
県
の
担
当
分
も
含

－

一
般
質
問

－

　

瀬
戸
内
倉
敷
ツ
ー
デ
ー
マ
ー
チ

は
、「
歩
く
よ
ろ
こ
び
、ふ
れ
あ
う
心
、

夢
と
歴
史
の
瀬
戸
内
の
道
」
を
テ
ー

マ
に
、
自
然
に
親
し
み
な
が
ら
、
体

力
づ
く
り
、健
康
づ
く
り
、そ
し
て
、

心
と
心
の
ふ
れ
あ
い
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、全
国
規
模
の「
歩
く
祭
典
」

瀬
戸
内
倉
敷
ツ
ー
デ
ー
マ
ー
チ

に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
の
施
策
の
成
果
に
つ
い
て

︵
主
な
質
問
内
容
。答
弁
に
つ
い
て
は
要
旨
︶
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め
、
主
要
な
ハ
ー
ド
整
備
事
業
が
完

了
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

ぜ
ひ
と
も
、
小
田
川
の
新
合
流
点

や
拡
幅
さ
れ
た
堤
防
、
そ
し
て
、
今

年
度
末
を
目
途
に
整
備
を
進
め
ら
れ

て
い
る
「
ま
び
ふ
れ
あ
い
公
園
」
を

眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
コ
ー
ス
の
設

定
を
行
い
、
復
興
し
た
真
備
地
区
の

姿
を
多
く
の
方
々
に
見
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
地
元
の
特
産
品
等
を
参

加
者
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
場
を
作
る
な

ど
、「
触
れ
合
い
と
に
ぎ
わ
い
を
創

出
さ
せ
る
」
瀬
戸
内
倉
敷
ツ
ー
デ
ー

マ
ー
チ
に
し
て
は
と
考
え
る
が
、
見

解
を
伺
い
た
い
。

【
伊
東
市
長
】

　

第
37
回
と
な
る
今
大
会
は
、
令
和

６
年
３
月
９
日
（
土
）、10
日
（
日
）

に
開
催
す
る
予
定
で
、
現
在
、
準
備

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

コ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
例
年
ど
お

り
主
会
場
で
あ
る
倉
敷
市
役
所
を
出

発
し
て
、
１
日
目
は
市
内
の
南
方
面

を
、
２
日
目
は
北
・
西
方
面
を
歩
く

コ
ー
ス
を
設
け
る
こ
と
と
し
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
っ
て
中
止
し
て
い
た
１
日

目
40
㎞
、
２
日
目
30
㎞
の
長
距
離

コ
ー
ス
を
再
開
さ
せ
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

こ
の
内
、
２
日
目
の
30
㎞
の
長
距

離
コ
ー
ス
と
し
て
、
ま
き
び
公
園
や

等
に
つ
い
て
も
、
検
討
し
て
い
く
。

設
備
投
資
促
進

�

奨
励
金
制
度
に
つ
い
て

固
定
資
産
投
資
額
と
奨
励
金
交
付

実
績
、
制
度
の
効
果
に
つ
い
て

　

設
備
投
資
促
進
奨
励
金
制
度
は
、

平
成
18
年
度
に
水
島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

を
は
じ
め
と
す
る
市
内
の
既
存
企
業

が
一
定
規
模
以
上
の
設
備
投
資
を
し

た
場
合
に
固
定
資
産
税
に
相
当
す
る

額
の
50
％
を
３
年
間
交
付
す
る
な
ど

の
支
援
を
行
う
制
度
と
し
て
設
け
ら

れ
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
23
年
度
に
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
次
世
代
自
動
車
、
航
空
機

産
業
に
関
連
す
る
特
定
業
種
に
つ
い

て
制
度
の
拡
充
を
は
か
り
、
平
成
27

年
度
か
ら
は
固
定
資
産
投
資
額
要
件

を
２
分
の
１
に
緩
和
し
、
大
企
業
で

は
５
億
円
以
上
を
２
億
５
０
０
０
万

円
以
上
に
、
中
小
企
業
で
は

５
０
０
０
万
円
以
上
を
２
５
０
０
万

円
以
上
と
す
る
な
ど
積
極
的
な
投
資

促
進
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
度
か
ら
は
水
素

や
風
力
発
電
等
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
分

野
、
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
関
連
の

分
野
に
お
け
る
設
備
投
資
に
つ
い
て

も
制
度
を
設
け
て
い
る
。

　

平
成
18
年
度
か
ら
設
備
投
資
促
進

奨
励
金
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
ま
で
の
認
定
件
数
と
固
定

資
産
投
資
額
、
ま
た
、
奨
励
金
の
交

付
実
績
、
制
度
の
効
果
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

【
別
府
文
化
産
業
局
長
】

　

設
備
投
資
促
進
奨
励
金
制
度
に
お

け
る
制
度
創
設
以
来
の
実
績
に
つ
い

て
は
、
認
定
し
た
事
業
は
88
社
、

３
０
１
件
、
固
定
資
産
投
資
額
の
総

額
は
約
８
０
４
１
億
円
、
奨
励
金
の

交
付
額
は
約
61
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
事
業
者
の
研
究
開

発
や
新
規
事
業
の
支
援
を
す
る
こ
と

で
、
各
企
業
の
競
争
力
強
化
や
雇
用

の
創
出
、
お
よ
び
税
収
の
確
保
な
ど

に
つ
い
て
、
大
き
な
効
果
が
出
て
い

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

設
備
投
資
促
進
奨
励
金
制
度
の

継
続
と
支
援
の
拡
充
に
つ
い
て

　

設
備
投
資
促
進
奨
励
金
制
度
に
つ

い
て
は
、
令
和
６
年
３
月
末
を
も
っ

て
期
限
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
設
備
投
資
促
進
奨
励
金
制
度

は
、
企
業
の
競
争
力
強
化
の
促
進
、

地
域
経
済
の
発
展
、
雇
用
の
維
持
・

創
出
、
税
収
の
確
保
な
ど
に
つ
い
て

大
き
な
効
果
が
あ
る
も
の
で
あ
り
、

ま
た
、
２
０
５
０
年
の
カ
ー
ボ
ン

横
溝
正
史
疎
開
宅
等
の
真
備
地
区
の

名
所
を
巡
り
、
真
備
支
所
を
ゴ
ー
ル

と
す
る
「
吉
備
真
備
コ
ー
ス
」
を
設

定
し
、
今
年
度
は
、
平
成
30
年
７
月

豪
雨
災
害
か
ら
５
年
の
節
目
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
参
加
者
の
皆
様
に
真
備

地
区
の
着
実
な
復
興
を
実
感
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
、
倉
敷
地
区
か
ら

真
備
地
区
に
向
か
う
際
に
は
、
倉
敷

大
橋
か
ら
小
田
川
の
新
合
流
点
を
眺

め
、
そ
し
て
、
拡
幅
し
た
小
田
川
の

堤
防
上
を
歩
き
、
整
備
中
の
「
ま
び

ふ
れ
あ
い
公
園
」
や
「
天
皇
皇
后
両

陛
下
行
幸
啓
記
念
碑
」
等
を
巡
る

コ
ー
ス
を
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
真
備
地
区
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
を
ま
き
び
公
園
に
設
け
て
お

り
、
従
来
の
豚
汁
等
の
お
も
て
な
し

に
加
え
、
地
元
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
す
る

た
め
、
新
た
に
販
売
ブ
ー
ス
の
設
置

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
や
生
産
性
向

上
の
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
導
入
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
へ
の
対
応
が
企
業

に
求
め
ら
れ
て
い
る
中
に
お
い
て
、

さ
ら
な
る
競
争
力
の
強
化
を
図
っ
て

い
く
た
め
に
は
今
後
も
必
要
な
制
度

と
考
え
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、
設
備
投
資
促
進
奨
励

金
制
度
の
継
続
と
と
も
に
、
助
成
要

件
の
緩
和
や
支
援
の
拡
充
に
つ
い
て

検
討
さ
れ
て
は
と
考
え
る
が
、
見
解

を
伺
い
た
い
。

【
伊
東
市
長
】

　

本
制
度
は
、
平
成
18
年
度
の
創
設

時
よ
り
期
限
を
設
け
て
運
用
し
て
お

り
、
期
限
の
到
来
時
に
は
、
都
度
、

制
度
の
効
果
を
検
証
す
る
と
と
も

に
、
国
の
動
向
や
地
域
経
済
の
状

況
、
市
内
企
業
の
皆
様
の
ご
意
見
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
討
を
行

い
、
制
度
の
継
続
に
加
え
、
要
件
の

緩
和
や
支
援
内
容
の
拡
充
・
見
直
し

を
行
っ
て
い
る
。

　

今
年
度
末
の
期
限
の
到
来
に
あ

た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に

効
果
の
検
証
を
行
う
と
と
も
に
、

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
実
現
を
含
め
、
今
後
さ
ら
に
、
市

内
の
大
企
業
・
中
小
企
業
を
問
わ
ず

エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
や
新
技
術
の
研
究
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開
発
に
か
か
る
戦
路
的
な
大
型
投
資

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
市
と
し

て
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
で
き
る
か

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

相
続
登
記
に
つ
い
て

相
続
登
記
義
務
化
の
市
民
へ
の

周
知
と
相
続
登
記
促
進
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
４
月
よ
り
不
動
産
を
相

続
し
た
際
の
登
記
が
義
務
化
さ
れ
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
相
続
に
よ
り
不
動

産
を
取
得
し
た
相
続
人
は
、
相
続
に

よ
り
所
有
権
を
取
得
し
た
こ
と
を

知
っ
た
日
か
ら
３
年
以
内
に
相
続
登

記
の
申
請
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
遺
産
分
割
協
議
の
成
立
に

よ
り
、
不
動
産
を
取
得
し
た
相
続
人

は
、
遺
産
分
割
協
議
が
成
立
し
た
日

か
ら
３
年
以
内
に
、
そ
の
内
容
を
踏

ま
え
た
登
記
の
申
請
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

今
後
、
所
有
権
登
記
名
義
人
の
氏

名
変
更
や
住
所
変
更
の
登
記
に
つ
い

て
も
、
そ
の
変
更
が
あ
っ
た
日
か
ら

２
年
以
内
に
氏
名
も
し
く
は
名
称
ま

た
は
住
所
に
つ
い
て
の
変
更
の
登
記

を
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

り
、
正
当
な
理
由
が
な
く
こ
れ
に
違

反
す
る
と
５
万
円
以
下
の
過
料
の
対

登
記
は
手
間
が
か
か
る
か
ら
と
先

代
、
先
々
代
の
名
義
の
ま
ま
固
定
資

産
税
を
納
付
し
て
い
る
人
も
少
な
く

な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

本
市
と
し
て
も
、
相
続
登
記
が
行

わ
れ
る
こ
と
で
、
所
有
者
不
明
土
地

が
減
る
こ
と
に
よ
り
、
公
共
事
業
な

ど
を
進
め
る
う
え
で
の
妨
げ
が
減
る

こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

　

相
続
登
記
の
手
続
き
は
、
法
務
局

の
所
管
に
な
る
が
、「
相
続
し
た
土

地
や
家
の
名
義
変
更
を
ど
う
す
れ
ば

い
い
か
わ
か
ら
な
い
」、「
相
続
登
記

に
は
ど
ん
な
書
類
を
準
備
す
れ
ば
い

い
の
か
わ
か
ら
な
い
」
な
ど
が
理
由

で
あ
る
の
で
、
本
庁
、
支
所
で
実
施

し
て
い
る
無
料
相
談
を
広
く
利
用
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
相
続
登
記
の
促

進
に
つ
な
が
る
と
思
う
。

　

本
市
と
し
て
、
令
和
６
年
４
月
か

ら
相
続
登
記
が
義
務
化
さ
れ
る
こ
と

を
広
く
市
民
の
方
々
に
広
報
す
る
と

と
も
に
、
本
庁
生
活
安
全
課
、
ま
た

各
支
所
相
談
室
で
実
施
し
て
い
る
司

法
書
士
・
土
地
家
屋
調
査
士
に
よ
る
、

土
地
・
家
屋
な
ど
の
相
続
・
登
記
な

ど
に
関
す
る
無
料
相
談
が
利
用
で
き

る
こ
と
を
改
め
て
広
報
を
行
い
、
市

民
の
方
々
の
相
続
登
記
促
進
に
つ
な

げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
、
見
解
を
伺
い
た
い
。

【
森
市
民
局
長
】

　

近
年
、
相
続
登
記
が
さ
れ
な
い
た

め
、
所
有
者
が
分
か
ら
な
い
「
所
有

者
不
明
土
地
」が
社
会
問
題
と
な
り
、

令
和
６
年
４
月
か
ら
相
続
登
記
が
義

務
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

登
記
業
務
を
所
管
す
る
法
務
局
で

は
、相
続
登
記
の
義
務
化
に
つ
い
て
、

チ
ラ
シ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知

を
行
っ
て
い
る
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
固
定
資
産
税

の
納
税
義
務
者
が
亡
く
な
ら
れ
た
場

合
、
相
続
人
を
申
告
す
る
書
類
を
送

付
す
る
際
に
、
相
統
登
記
の
義
務
化

に
関
す
る
チ
ラ
シ
を
同
封
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
本
庁
及
び
支
所
に
お
い

て
、
司
法
書
士
会
や
土
地
家
屋
調
査

士
会
等
に
よ
る
無
料
相
談
会
を
定
期

的
に
実
施
し
、
相
続
登
記
を
含
め
さ

象
と
な
る
。

　

相
続
登
記
が
義
務
化
さ
れ
た
背
景

は
「
所
有
者
不
明
土
地
」
の
問
題
で

あ
り
、
所
有
者
不
明
土
地
と
は
、
登

記
簿
等
を
調
べ
て
も
所
有
者
が
直
ち

に
判
明
し
な
い
土
地
、
所
有
者
が
判

明
し
て
い
て
も
そ
の
所
有
者
に
連
絡

が
つ
か
な
い
土
地
の
こ
と
を
い
う
。

　

相
続
登
記
が
さ
れ
な
い
と
、
登
記

簿
上
の
所
有
者
は
亡
く
な
っ
た
人
の

そ
の
ま
ま
の
状
態
に
な
り
、
そ
の
状

態
が
長
年
放
置
さ
れ
る
こ
と
で
相
続

人
の
数
が
膨
大
に
な
っ
た
り
、
相
続

人
が
音
信
不
通
や
行
方
不
明
に
な
っ

た
り
し
て
、
所
有
者
不
明
土
地
と
な

る
。

　

所
有
者
不
明
土
地
は
、
公
共
事
業

や
復
旧
・
復
興
事
業
を
進
め
る
う
え

で
の
妨
げ
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
空

き
地
と
し
て
長
い
間
放
置
さ
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
雑
草
の
繁
茂
や
ゴ
ミ

の
不
法
投
棄
、
不
法
占
有
者
な
ど
の

問
題
が
生
じ
、
周
辺
の
治
安
や
公
衆

衛
生
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ

る
。

　

相
続
登
記
を
し
て
い
な
い
理
由

は
、「
相
続
し
た
土
地
や
家
の
名
義

変
更
を
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
わ
か
ら

な
い
」、「
相
続
登
記
に
は
ど
ん
な
書

類
を
準
備
す
れ
ば
い
い
の
か
わ
か
ら

な
い
」
な
ど
で
あ
り
、
ま
た
、
相
続

ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
て
お
り
、
多

く
の
市
民
に
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
相
続
登
記
の

促
進
に
つ
な
が
る
よ
う
、
広
報
紙
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
等
に
よ
り

広
く
周
知
し
て
い
き
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

令
和
４
年
度
の
実
績
と

�

令
和
５
年
度
目
標
に
つ
い
て

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
多
く
の
人
が

地
方
の
ふ
る
さ
と
で
生
ま
れ
、
そ
の

自
治
体
か
ら
医
療
や
教
育
等
さ
ま
ざ

ま
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
育

ち
、
や
が
て
進
学
や
就
職
を
機
に
生

活
の
場
を
都
会
に
移
し
、
そ
こ
で
納

税
を
行
っ
て
い
る
。

　

そ
の
結
果
、
都
会
の
自
治
体
は
税

収
を
得
る
が
、
自
分
が
生
ま
れ
育
っ

た
故
郷
の
自
治
体
に
は
税
収
が
入
ら

な
い
。

　

そ
こ
で
、「
今
は
都
会
に
住
ん
で

い
て
も
、
自
分
を
育
ん
で
く
れ
た

「
ふ
る
さ
と
」
に
、自
分
の
意
思
で
、

い
く
ら
か
で
も
納
税
で
き
る
制
度
が

あ
っ
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
」、

そ
の
よ
う
な
思
い
の
も
と
、「
ふ
る

さ
と
納
税
」
が
導
入
さ
れ
た
。

　

総
務
省
は
８
月
１
日
、
ふ
る
さ
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と
納
税
制
度
に
基
づ
く
自
治
体

へ
の
２
０
２
２
年
度
の
寄
附
総
額

は
、
前
年
度
比
１
３
５
２
億
円
増
の

９
６
５
４
億
円
と
な
り
、
制
度
の
浸

透
に
よ
り
３
年
連
続
で
過
去
最
高
を

更
新
し
た
と
発
表
し
た
。

　

本
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
取
り
組

み
と
し
て
、
返
礼
品
を
提
供
し
て
い

た
だ
く
協
賛
事
業
者
の
拡
充
と
新
規

返
礼
品
の
掘
り
起
こ
し
を
行
い
、
本

市
の
観
光
都
市
と
し
て
の
魅
力
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
宿
泊
券
や

食
事
券
に
加
え
て
、
ジ
ー
ン
ズ
な
ど

の
物
づ
く
り
体
験
、人
力
車
利
用
券
、

着
物
レ
ン
タ
ル
な
ど
、
倉
敷
を
訪
れ

て
使
用
し
て
い
た
だ
く
体
験
型
返
礼

品
の
充
実
を
図
り
、協
賛
事
業
者
数
、

返
礼
品
数
も
増
加
し
、
寄
附
金
額
も

増
加
し
て
き
て
い
る
と
思
う
。

　

一
方
で
、
多
く
の
住
人
が
い
る
都

市
部
の
自
治
体
で
は
、
住
民
の
他
自

治
体
へ
の
寄
附
が
盛
ん
に
な
る
こ
と

で
、
現
住
所
の
自
治
体
に
入
る
税
金

が
減
る
傾
向
に
あ
り
、
２
０
２
３
年

度
の
減
収
額
が
大
き
か
っ
た
自
治
体

は
、
横
浜
市
２
７
２
億
円
、
名
古
屋

市
１
５
９
億
円
、
大
阪
市
１
４
９
億

円
な
ど
で
あ
っ
た
。

　

本
市
の
令
和
４
年
度
目
標
額

３
億
５
０
０
０
万
円
に
対
し
、
実
績

は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
、
令

収
へ
の
影
響
額
、
い
わ
ゆ
る
「
ふ
る

さ
と
納
税
に
係
る
寄
附
金
税
額
控
除

額
」
は
、
令
和
４
年
１
月
か
ら
12
月

ま
で
の
寄
附
対
象
分
（
令
和
５
年
度

報
告
分
）
で
10
億
６
５
９
１
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

　

令
和
４
年
の
本
市
へ
の
寄
附
額
が

約
４
億
３
５
０
０
万
円
で
あ
る
た

め
、
市
税
の
減
収
分
と
寄
附
額
と
の

差
し
引
き
は
、
約
６
億
３
１
０
０
万

円
と
な
っ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、「
ふ
る
さ
と
納
税
に
係

る
寄
附
金
税
額
控
除
額
」、
約
10
億

の
４
分
の
３
（
75
％
）
は
、
地
方
交

付
税
に
よ
り
国
か
ら
補
填
さ
れ
る
仕

組
み
と
な
っ
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
ル
ー
ル

見
直
し
に
つ
い
て

　

総
務
省
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
も
ル
ー
ル
の
変
更

を
行
っ
て
き
て
い
る
が
、
本
年
10
月

か
ら
返
礼
品
や
経
費
に
関
す
る
ル
ー

ル
を
見
直
す
と
こ
と
と
し
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
な
見
直
し
と
な
る
の

か
伺
い
た
い
。

【
森
市
民
局
長
】

　

こ
の
た
び
の
総
務
省
に
よ
る
「
ふ

る
さ
と
納
税
」
に
係
る
告
示
の
改
正

に
よ
り
、
大
き
く
二
つ
の
点
で
ル
ー

ル
が
見
直
さ
れ
た
。

　

そ
の
一
つ
目
の
募
集
適
正
基
準
に

お
い
て
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
募
集

に
要
す
る
費
用
は
、
当
初
よ
り
寄
附

額
の
５
割
以
下
と
定
め
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
そ
の
費

用
の
対
象
外
で
あ
っ
た
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
特
例
申
請
や
寄
附
金
受
領
証
明
書

に
関
す
る
事
務
な
ど
、
募
集
に
付
随

す
る
事
務
に
関
し
て
も
、
広
く
対
象

に
含
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

二
つ
目
の
地
場
産
品
基
準
に
お
い

て
は
、
例
え
ば
関
連
性
の
あ
る
複
数

の
返
礼
品
を
セ
ッ
ト
と
し
て
扱
う
場

合
、
基
準
を
満
た
す
も
の
の
価
値
が

全
体
の
７
割
以
上
で
あ
る
こ
と
な

ど
、
具
体
的
な
割
合
や
事
例
が
示
さ

れ
た
。

ル
ー
ル
見
直
し
に
よ
る
影
響
に

つ
い
て

　

本
年
10
月
か
ら
の
地
場
産
品
の
基

準
厳
格
化
や
寄
附
募
集
に
か
か
る
事

務
経
費
の
算
定
基
準
の
ル
ー
ル
見
直

し
に
よ
り
、
本
市
の
令
和
５
年
度
の

目
標
寄
附
金
額
や
返
礼
品
な
ど
何
ら

か
の
影
響
が
出
て
く
る
の
か
伺
い
た

い
。

【
森
市
民
局
長
】

　

新
た
な
募
集
適
正
基
準
に
よ
る

と
、
現
状
の
ま
ま
で
は
費
用
が
５
割

を
若
干
上
回
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る

和
５
年
度
の
目
標
寄
附
金
額
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

【
森
市
民
局
長
】

　

本
市
が
、
令
和
４
年
度
に
ふ

る
さ
と
納
税
で
全
国
の
方
々
か

ら
受
け
付
け
た
寄
附
金
額
は
、

４
億
４
８
４
９
万
５
３
８
０
円
、
寄

附
件
数
は
、
１
万
６
０
４
４
件
と

な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
令
和
５
年
度
の
目
標
寄
附

額
は
５
億
円
と
し
て
お
り
、
庁
内
関

係
各
課
の
職
員
か
ら
な
る
「
ふ
る
さ

と
納
税
推
進
検
討
会
」
で
の
取
り

組
み
や
、
新
た
に
効
果
的
な
広
報

戦
路
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
令
和

５
年
８
月
末
現
在
の
寄
附
額
は
、

１
億
５
０
３
８
万
５
４
０
０
円
と
対

前
年
比
約
２
倍
と
な
っ
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
お
け
る

税
収
へ
の
影
響
に
つ
い
て

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
お
い
て
、
市
民

の
他
自
治
体
へ
の
寄
附
が
盛
ん
に
な

る
こ
と
で
、
本
来
本
市
へ
入
る
べ
き

税
金
が
減
る
こ
と
に
な
る
と
思
う

が
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
お
け
る
本
市

の
税
収
へ
の
影
響
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

【
森
市
民
局
長
】

　

倉
敷
市
民
が
他
の
自
治
体
へ
ふ
る

さ
と
納
税
し
た
こ
と
に
よ
る
本
市
税

の
で
、
寄
附
金
全
体
の
額
の
５
割
以

下
と
な
る
よ
う
、
経
費
の
見
直
し
に

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
あ
る
。

　

ま
た
、
地
場
産
品
基
準
に
つ
い
て

も
、本
市
で
確
認
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

数
品
が
適
用
外
に
な
る
こ
と
が
分

か
っ
た
の
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、

10
月
以
降
は
除
外
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

　

今
後
も
国
の
基
準
に
従
っ
て
、
倉

敷
市
の
魅
力
を
発
信
で
き
る
体
験
型

返
礼
品
の
拡
充
や
新
規
返
礼
品
の
開

拓
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
順
調
に
推

移
し
て
い
る
寄
附
金
額
を
維
持
し
、

目
標
額
を
上
回
る
よ
う
努
め
て
い
く
。
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